
失語症の患者の思考を映し出す眼鏡

チーム名：あまり３

髙島 一瀬 小野 土井 吉井 吉村 久保



テーマ：失語症の人とのコミュニケー
ションを円滑にする

コンセプト：検査や聴取などの時間を削減する

対象者：失語症の患者



イメージ図



機能・作用の説明
失語症の患者は頭では言いたいことは決まっているが上
手く言葉にでないため、何をしたいか伝わりづらい。

↓

この眼鏡によって、考えていることや感情が眼鏡のフィ
ルム越しに映し出され、コミュニケーションを円滑にと
ることができる



価格
５００，０００円
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